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依田純都市開発設機司再建に係る御所事J-.ti:段剖lの照，単

文化財につきま しては、昭和56'l'1主から対処L、すで

に24ヶ所内遺跡的潟貨を特TL、ニ(tIj昨年度から縫

紙調読した下ぬC遺跡伺報告書であ リ、 自曙貨の結娘、

平安時代的集部であるニとが純明いたしまLた.

富田l'l:の実施にあた今ては、県、関係機関向指持をは

じめ.地元関係者等多くの方々の積極的なζ協力をい

ただ与深〈感謝申し上げる次第です.

本報告容が文化財保織のため、さらには研究資粍と

して広〈活用されれば幸甚に存じます.

昭和62年 9月

秋陥市教育委員会

教育長高泉宏作



例 言

1.本報告書捻歓関市四ッ小畠小阿地字下段に所在する下1晶Ci璽跡の発信調査報告書である.

2. 本報告書の執筆、 鍋』院は、菅原f~行.安田忠市が行勺た.

3 発f竃調査、鐙理作重量的過ねで下況の各氏より指導、助曹を嶋わっに.

日本長二郎 {奈良国立文化財研究所)、 富健泰時(秋田県文化練}

4. 6質的鑑定11.'*悶商品立樽鞠館内蹟井紀一氏、 佐々*'軍民によるも町である.

5.班陣内平福留.土扇順調凶中的P'i土髭{片}、Sは石(砲}を示す.土信実割問で量書面を111<1.

たbの1:1須.¥!器である.黒色処尽きれた土器t主網点で示1..タール技師付着物，~点線で‘周を"，;

した.石援実測図的石割庫、縄偏緑;6U等の外影砲に117'スヲアルト付請物円筒所を示した.

6. 発掘調査による出土温帯語、災加l図、写真、その他的記録，~秋聞市敏育委員会が保管する.
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鯛査の概要
飼査に1'iるまでの経過

紋岡市雨量I!IJS地厳は、昭和56"'6月の秩闘主権の開港、東北楓麟自動車道欽図録欽闘イ γターチ&

γジ関lH定等、 空E陸両碕の交通の要衝に伎鑑する1買で晶るζとから、いち逮〈開発可範性等につ

いての科調貨が実績され、県市総合計画においても~)臣、 住宅問地が一体となゥた総合的ユ=ータ

ゥγー臨空港新都市として具体的に佼鼠づけられた.

1凶轟155作に御所野台地全体の分布調査を主超能し、約30.月時のi置物散布地を磁認した。附和56'1'111'

は附~Uhlll地域内の丙舗L業団地造成に先だち、 下j島D渇跡(駄 [[1 ， l i r下#i! D遺跡発鯨品I~傾合穂J

1982'1'.3 !I、駄間市教育昏員会〉の発姻調査を行令た.附1i157都度は今後の開発計画に対処するた

め55年の分布詞在に越づき、 3，，)i聞で遺跡の範凶噂認調Ifを実施し、範凶確認調貨の結累に基づ

き側係llII聞と協議を重品、引き絞~年度別に計極的な発偲調 i托を実範することとし、昭和57年度は

下嶋G渇節、野o遺跡、渇ノ沢B遺跡、坂ノ土C遭跡、lIt/よD遺跡(政田市「秋岡臨空港紙錫lIi
開発関係埋雌文化財発鋸諸査事事告書J1掲3年 311、紋闇市a肯要員会}、昭和総年度は毎ノよE週
筒、過J沢A遺旬、渇/沢C遭節、渇ノ沢F遺跡.渇ノ沢G遺書IJ.渇J沢H遺跡、野影遺跡{依岡

市 rt車問園臨甥港新邸市鱒発関係埋蔵文化財先掘調車.告轡J19制岬:3丹、験問市教育委員会}、昭

駒159年度11下損症遺跡、下鍵F遺跡、集ノ上F遺跡、理崎A遺跡.渇ノ沢D遺除、漂田沢遺跡{棋

ID r1i r駄rn臨時E港新侮市開発関係姥蔵文化財先制純資機併轡J1銘5年S丹、紋闇市教育司書民会}、
昭和骨O~匹艇は地蔵田 B遺跡、台A遺跡、湯ノ沢 li書跡、 58'f.!Ø!に調査した湯ノ沢 F遺跡の北西部

(紋川市 「秋刷新都市開発盤制n事築関係樹蔵文化財ぬ制調{i.鰍街I!IJ 1986年3月、秩町市教育養民

会}、附卯61年度は地方遺跡、台目遺跡{駄闘市「秩rOJ断MiliDn!b艶備事果関係腹蔵文化財発蝦初登

似合宿J1鈎7午3月、駄目1市教育委員会)町発雌調:ltを行令た.

II(l拘62年僚は.思崎B遺勝、地蔵悶A港跡、li:.kA場遺跡の調査を突lIi:L、ii邸前開発計画地区

内に岡崎l寵する21.所の遺跡の潟査が一応終了する予定であ。たが.昭和60年度に謁査した地獄図B

遭鳩布保H問題が幽てきたため計画のー部見直しが畠り.録音公閥、低擾福祉等複合高設建震予定

地に島高下段A遺跡、下掛~B遺跡、下実C遺跡の発磁調査が必要になり、昭和制年度に一語表土除

量作3障を行，ていた下堤C遺跡の発僧調理正を実施するζとにLた. 1'.1陸A遺跡、下型~B遺跡につい

ては調企貨の関係で7月以降に発掘調査を行うこととな，た.

関査期間と体制

調合r.)111問昭和62年4月16日-5月お日

7Jl16日-12月10日

調貸主体者地紙娠興盤備公印

湖査担、『曜時 駄岡市 ・駄関市教育委員会

調班員菅原俊行、石郷岡援申‘西谷俺.~lë.凶!Llili (fJ:開市教育委員会主化l!i興謀}



調査補佐員 船木俊久子

調査飽カ員 五十嵐芳郎(紋悶考古学協会}、平坂長史〈日本大学)

調査作業員 鈴木鎖ー、鈴木長治、鈴木末歳、鈴木一笑、三浦竹治v 三浦義‘ 三浦吉男、駄本与次

郎、 三浦三治、水野金光、佐々木多治郎、加賀谷金一郎、鈴木銀三郎、郷野兼雌、佐々

木東宮、鈴木巌ー、渡都兼治、佐々木小田郎、.沢啓治、滋部金次郎、鈴ホァャ、鈴

木ウメノ、鈴木鈴子、鈴木博子、三浦千綾子、三浦初経、三浦トミエ、三浦タキ、三

浦ナツ、 三浦 トキ子、佐々木フミ、佐々木丸子、工.キクヱ、無谷文子、営問トキ子、

高島綾子、伊藤ツギ、長谷部ヤエ干、会場京子、.S:l$7イ子、捜部*ネ干、渡書事キヨ、

渡辺フミ 、佐々木ヨシ、佐々木絹子、 高嶋ヨシ子、矢倉アキ、加賀谷ヒデ、杉沢フ ミ、

杉沢チエ子、鈴木とデ、鈴木包デ子、持主チエ、 嵯-~ ，、 鎌聞ツヤ、佐藤アツ子、

鈴木シワ、伊鱗礼子、 繍野ツタヨ

.l1I!卸業員 三浦敏子、嫡弁律子、伊藤秀子、 佐々木カヰ‘ 備本ゆき子、 .!l江美子、佐々本息子、

鎌国網干

事務員伊藤茂子、健太緑

関涯の方法と経過

調it区は各遺跡ごとに任意の原点を決めて東西南北{磁ゴヒ}に~串織を作 り、 調査区全体に大グりッ

ド(40mx40m)を設定し、さらにその中に小グPッド(4m)( 4 m)を設定L、単位グリッ ドとした。

大グリッドは(l-n)、小グリッドは東西(X軸)に数字(1 -10)、南北(Y軸〉にアルファベッド

(A-J)をIilL、その組み合せで遺跡番号、大グリヅド番号、 小グリッ ドの願に呼称することとし

た。

発綿調査は、 41闘~〉':"~九の目線で突鈍した。下浸迫齢'I昭制鮮に発見され、昭和
43年から"商事143年まで6次の調査がなされ、下~C遺跡は昭和47年の調J;で初めて干安時代の~穴

住居跡を検出した地区である。矧和61年の表土除去の際、北西一南東方向に走る構跡、十数鮮のH

穴住居跡幹事が確認され、この台地では初めての平安期の集落が予想されてた.調査結巣は31軒の

住居跡中方形精状遭摘、 土繍等が検出された。

(註1)r小問地、下縄、厳ノ上遺跡発銅調査報告書J1976事3月 枚印市象曹養負金

昭和62年度来縁者 (J般不向、敬称略)

窓隈泰時(秩図県文化謀}、横山仲司、石川恵美子{秋田県獲量直文化財セγター〉、本間 宏{福島

県文化セYター}、弁よ秀雄t東北大学)、宮本長二郎(奈良国立文化財研究所)、武藤議弘(東京大学}、

小林 都、南部公民館サークル連合会、南部公民館縄文土器を焼〈会、南部公民館ふるさと探務会、

大内町文化財保~審治会、 御野場中学校生徒10名、戸荒川小学校生徒24名、市工業復興局織負
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御所野 丘陵部 遺跡 一 覧表

‘ 凶確認 調査 揖 鋸 縄 査 量 " 
遺跡
遺跡 事 所 在 地 時 代 百曲 積耐 地 自 ..宮正埠11 調 査面 積 '" 内 曹

書 骨

下 縄 E 依田市田ツ小屋小用地字下鍵 量 文 5.1>凶 鱒 5 I 3.340 -文{中期}聾事

2 下 縄 F • ， • 14.町5 • 5 9 2.950 縄文t前.中刻}聾軍

s 下 縄 G ， ， 旧石雷、・宜{中〉 5.000 山 8草原野 5 7 1.5剖 岡石器、蝿文f筒、中掴〉聾車

4 1(ノ土C ， 四ツ小屋小阿瞳字車ノ土
‘ 

宜 6.出調。 • 5 7 1.0制 縄文{中、!UI】

s 1(/土D • • # 14.0曲 • 5 7 1.5(国 縄主{中.al8> 

e 嵐ノJ;B ， ， ， 15.000 • 5 a 5.叫蹄 縄宜{中飢}聾事、9-10.質量".

7 ..ノI:f # ， ， 37.810 • s・ 同.8C加 縄文{中麟}聾事‘弥生住磨跡

8 組崎 A - 四ッ'.1-展4、岡地宇痩崎 縄 宜{使} 13.1却 畑、山陣原野 5 9 1.910 縄文(筒、 境周}土績耳、弥生住居跡

9 a崎 8 • • • 宜 11.世間 百車 野 • 
10 地蔵田A e 四ッ'1'麗末F笹本字地蔵閉 1日e皆、縄文.'1'安 回.ぽ10 蝿

" 埼飯田8 • • 縄文{中、 1It).弥生 お.αm 山輯 鹿野 6 0 12.0∞ 19石器、 縄文i中期〉聾嵩.弥生聾帯側ぷ跡
12 掴ノf(A - 回'''J、鹿末戸怯窓宇治ノ択

‘ 
文 21.5:捻 • 5 8 3.副知。 縄宜伸縮}、事生住居跡

13 渇ノ択8 • • 縄 文{前、中1 S.町田 • 5 7 2.340 縄文(中餓)聾蕗、 平安住居跡

14 醐ノ択C 4・ • 縄文{中、使}、弥生 11.5国 .1 5 8 4.1凹 蝿文(中期)時

15 構ノ択D • • 縄 文{中} 35.町田 鯛 5 9 3.2却 縄文(中期)聾匹

16 ーノ，tE • • 蝿 主 7.日間 • 5 8 1.9剖 縄文〈後期)

17 蝿ノ，u • • 縄文、土輔、須恵 5.310 • S 8・60 ..4帥 弥生土興、 再F1<基(40;基}

18 .ノ択G • • 縄 文{後} 1.300 保 ー時 S 8 4叩 縄文(後燭}

19 ーノ沢M • • 縄 宜 S.制。 畑 5 8 7却 縄文〈側、中、1換期〉住尼崎

20 野 蝿 ' 土北手鋼所野宇野掴 縄 主{中} 1.875 山 梓 5 7 6‘。 縄宜伸錫}綿

21 野 唱品 e 上北手綱丹両野宇野形 土師 須組 5.~岨 山柿 原野 5 8 9帥 平安住居瞬、痕跡

22 標 岡武 e 上北~古野毛~標田沢 縄 宜. 平安 6.町S 個 s 9 3.3却 平安建物齢、住居樺

23 世 A - 上北手古野宇台 • 8.440 • .。 2.制国 縄文〈中路}聾事

z・地 E - 土北手猿田宇提ノ択
‘ 宜 4・u 制.670 圃 .原 野 6 1 日.5伺 縄文【中篇}聾蕗.(晩期〉土壇菖

25 .ノ1(1 - 回'''1、良ま，.f<本字./1( 薗 • 60 5.700 弥生

26 I*..tA‘ - 四'''.I-li小同地字舞蝿 園、思賢

27 台 自 ' 上士号F撞m1'寺ノ沢 山 陣原 野 6 1 1.1:両 縄文【中期}

28 下 11A - 四ツ小屋，!-問地字下車量 ‘ 
野

29 下 鹿島 • • • 
抽 下 . c • • • 61・62 17.7∞ 手費量書
81 下 段 D • • • 5 6 17.00抽 1日e語、 縄文〈前~穫期}聾需.苧貸住居鵬
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遺跡の位置と地形・地質

位置

秋田市街から回避13号線を雨下し、仁井朗、楠山を過ぎ、敏を主まると標高約40maij後の広大な台

地が聞ける。これは笑羽本線問ア小屋駅方偏からもよく見える平担な台地であり、御所野台地、末

戸台と呼ばれている。この台地が秩闘新郷市側発型車術事業計画地域である。

帯遺跡の{占蹴については第2閥、 「御所野丘陵部発錨調l!iit跡、範鴎確認調驚遺跡及び周辺遺跡」

を怠騰されたい。

地形・地質

遺跡の存在する地形は、大和lして和削丘陵と来戸台台地に分けられる。和悶丘陵は平担耐をあま

り持たない。 しかし、定高性を持った標高田......t50mのかなり倒析を受けた唱年期地形を示し、 地

形は第3系鮮新統に属する青色砂質シルト岩(10;阿嬬)と背灰色塊状況岩〈夫徳寺附}、それに中新統

に筏する鴫灰色泥岩(船川周)などからなっている。末戸台台地は眼尚25-50m強で、その表I耐li犬

変平組である。この台地は和t日丘俊と接して散伎の段丘を識別できる.これらは内家ゐ区分かちす

ると、上位から傑高d5-50m強め勝台俊丘、際高40m強のJ 野台段i仕 I 、担U~j35m強の上野台段丘

n、線高25m強の宝竜崎段丘の4段階に分けられる。 {第3関}

棒台段配

信見川省熔末戸台台地では45-50m強の標高をもっ、レわゆる絡台蘭をその継続聞とする鯵台用

が厚い磁(最大径10cm前後)、砂、粘土の瓦周で櫛成されている。ただ基底高度はわからない。岩

相は厳土mに1.......2m褐色の粘土質火山灰贈があり、次に様、砂、 軍事土の互婦で、砂擦の部分でL

ばしばクロス ・ラミナ{斜交薬理)がみられ、砂土あるいはジルトは水平な細かい魁理をなすことが

多い。崩I事をみる と、撰層はうすく、砂、粘土周が庫、、。その下郎は~3系の泥岩(船川局)や砂質

シルト(笹附謄}とな勺ている。内藤はこの締台前を関東の下末吉凶に対比している。

上野台段丘I

末声台台地で鯵台段丘のjfl倒に保高40m強でついている段丘が上野台段丘lと呼ばれている。褒

沼の 1--2mの鮎土質火山灰層を除くと、段丘地1i'l物は最大経ぬ""'3Ocmの礁婦であり、厚きは5

m程度で、その下部は第3系とな勺ている。下腿C遺跡は、この上野台段丘Iに伎鑑する。

J二野台段丘II

末戸台台地ではよ野台段丘Iとの比1'1>が5m鎗である。段目耳u置物の治相は、上野台段丘lとほ

ぼ向織で、月面J亭は5m昔話後である。内藤によれば、 l事い蝶胞の下部は怖台滑に当るとLている.

段丘耳量積物の特徴は、上野台l、11酪では段大経30cm前後の聾門撲を主体とする。ほぼー憾な

棟胞をもち、河111堆積物で、)!1.さも加味すると結鬼川lな:どによる河成の侵食段止耐と考えられる。

鯵台、上野台I、n衝の告函をおおっている帰厚1-2mのシルト分を含んだお土質火山灰R警は、
~a: r " 

弟廊半島の寒風山が起源と一応考えられている。 ζの鈷土質火山灰層の表ilfi鮒段物質の鼠化状態を

-9-



みてい〈と、機台、上野台I、日商では黒色土の下の細続物質のうち、 上部5O-1C恥曲が明褐色を

塁し、 下部は灰色で、境は漸移する。また、土鍵蘭を見ると、棒台、 上野台1、11面をおおう土療

はいわゆる尚飼2統に属していると考えられ、 比較的大きい何僚を混入していて、然色土層をi事〈

地積させている。ζの婦中には火山ガラスを混入Lており、火山灰が関係しているものと推定され

る。

(註1)r駄鈎県結見川波誠およびその周辺の段丘についてJ 内居眠縛失 1蝿5年 第4紀研究第4

巻第1号

(滋2)r地形、 着陸腕地質 ・土島町、紋WJ 経済企踊庁土地分銅基本調査 1弼6年

「八郎潟の研究J 秋田県教育要員会 1割目年

「火山活動と地形』 村山 事 大明~

「秩田県男鹿半島ーの目潟の大山鎚出物について」 林宏地質学錐誌鰐61巻第717号 1 

955年

A 三雲

~m 
第3図段丘及び遺童書の位置
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遺跡的概観

御所野台地のlt凶部、JR 来日本興羽本線開〆小髭駅から北東へ約1.2kmの地点である.凶と北

側から大きな~~が入リ込み、 4 つの突出する舌状都をもっ古島kが東から砲に延びる.遺跡は東IQ~内

地貫主部から入るとすぐ内地点で、際おは約'tlmでJうる.

高時資的純米、平安時代的Jl!干高齢が検出され、おE文 ・弥生時代的土捕や、台地を北凶ー南東方向に

平行して走る時期不明の渦跡等が検出された。

白電線する遺跡1:‘西側に縄文時代中JtII初耳ト末菜、平安時代的「下混Ai単純」、南西約400mに

縄文弘十代中期末紫、平安時代的 r下堤自治跡」 、東約50(}mに滋士;時代前期東灘~後期、司'1i:時代

的 『下3是J)j宮跡」 、1軒東約400m に縄文;時代前期米議.中期!末楽町 r下j品F遺ffj，事の周辺地、勝が

所抗する.

通織と遭物

1骨住居跡 (m6凶}

調炎区町陥I冊lで輸出された.

ずラン lま怪 3.701 のほぼr，形をま し 、 6竃認前からの採さは3祉制で、~警はほぼ歩砥に立ち上がる.

ピ，いま14自問枚出されたが、 主役穴Ij不明である.ヵーァ ド11来銭円前個jに編集されている。織部ft

壊れ、燃焼ln)l~火熱を受けて持、'lI.:L 、 赤4品色:1:緯3干を 2 側鼠ねて伏せ支脚としている. 位進部は

トンネル拭に検品され、主主外へ輸相経ぴる. カ守 ド的同総に 11岳紬印刷、 縦軸50師、深~35c..前後

的ピ y トがある.床Iま平服て'全体的に肢(.住居中央部に後20e省内総図的焼け疫が認められる.

出土i車輪

土鰭 {第9凶 1-6) 

1(J二)、主(下)I主力守ド貰蜘、2-61孟ピγトtU土である。全て持、輸色:t望書尽である.底部

切'1離しl国産王糸切り、無制強で、底部よ')内向しながら立ち上がる.2はかなりいびってーある.

2骨住居跡 {第7闘)

調査区町rl'央官事揃個lで4検出された.

プラン11後3.5mのほぼ方形を;Qし、磁!t掛からのi草寺li25ct・で、自主はほぼ義iQ;に立ち上がる。

ピ ν トは22倒輪出されたが、 三E柱穴ft不明で為る.カマドIUH..町東側に縛築されている。 納部I~

2虫lt，燃焼部1;1火熱~受けて.. 11-;変L.哩:;il剖;は短か(!急激に立まう江二がる.カ?ドの東1醐t二11長敏60

側、 縦軸50師、泌さ22酬のピ vトがある。床はほぼ平mて'ある.

出土遺物

土穆 {第9f剖7-13、調139図 115)

7 -91~1;li郎 、 101! カマド型車綻部、 11-131.tピνt.JJ5は寝土出土であるo7 --9、11-13は

'A'尚色土~~)7'である . 底書事切 ') 荷量し l司経糸切リ 、 無調主査で、雌剖;より 内情しながら立ち上がる. 10 

l.t崎、得色土器設である.ロ?P鐙形で、!'ii苦1;が外反してU締協が立ちょがる.ほ偲111')骨量し回転芽、

-14-
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切 1)、無調l'である. 115は須恵総務である...010銘形で、外面下方には平行叩き板誌が認めら

れる.曜ま膏f>切り縦しは不明で、底富11周縁につまみ出しによる低い古を付けている.焼成11良好であ

る.

3号往tU車{第8悶}

期主主区町中央部南側で検出された.

プランu長総3.3m、短始3mの不!!方形を.!l!し、確認蘭からの涼きは30CIIIで‘援はほぼ受芭に

立ち上がる.ピッ ト1!l2個検出されたが、主柱穴11不明である。カ守 ドlijl(鐙町時ifWJに織mされて

いる. 始剖ili残存状態が比較的良好である.調納とも賞色粘土で術祭事れ、術担b(主祭彬:t署量的r~，目。

を、 ~t蝕は襲形土骨量を S倒伏せそれぞれ芯材と Lている.燃綾部{主大熱を受けて劫:変L 、 支脚は Z

制品。}、南側が銭形こt:訟の成部と小形的Z整形土器 (17が上.18が下)を、北側が小Jf3の摂形土器(15

が上、 l帥=下}をそれぞれl1!ねて伏せて作。ている.この文仰のよから銭形土絡がZ似体出土したe

媛道部は滞在主に検出され、 E主外へ 1.5m延ひ\部分的に仰j蘭が焼けている. 床t主主~l!I.で金制約に賎

，、.

出土遺物

土務 {第9、10鴎14-22)

1411床筒、15-18はカマド主抑で、 15(上上 16(下)は北側、 17(上上 18(下)li南側、問、却

は北術的芯材、ZI.221:1カマド型車娩部品主であるo 14(;:)且車、器'1えである . ~減により底部切 1) 書置し

は不明で.底部より内向しながら立ち上がる.焼成はやや弱い。 15.16. 18. 20は小形的土縦続裂

である"15は験苦M"<，の字状に外皮し、納gll外面iにへラヶズリ獲形を施L.下部1:1二次加熱に

より例議している...16、18は皆i部が r< J の字状に外反L、腕需は比鮫的丸聴がある.!阿部外面I~

捌毛目割強が飽きれ.底部に本宮関越が認め均れる.20は鎖部が r< Jめ卒状に外)!ll."、網郁11丸昧

がある.胸部外iiii且び口縁部内部に刷毛囲網盟主を施し、磁綜にI志木業艇が認められる.17、19、21、

2211:tMi器獲てーある. 171! q~下古liで、納部外商に脚l毛白調鐙を織し 、 底部には木梨疫が認められる。

19111.向上半で、政$が r< Jの字状に外反L、内外商に刷毛目濁鐙を織す.ZHt預郁がr< Jの守増、

に外反L.ロ縁部が内t苛Lながら立ち上がる.!同部外而に鱗毛目鈎艶がB聖書れ.成部には木繁艇が

認められる.ZZIHf(部が r< J丹字状に外反L、底豊島を欠(.劇部外商I孟刷毛日制鐙が織される.

4骨位磨鯨 (!f，llf盟}

刻家区的中央総で検出された.

プランは後3.9mの方形を還し、 l号溝跡に1;IJられている.i韮詑副から円燥さはl5cmで、銀はは

ば謹磁に立ち上がる.ピ y ト1:138倒検出きれ、 主桟穴は各コーナーとその中間的8簡で品る。均?

ドは束E置の耳障fRU と ~tlU"ニ 2m携事草されている.前倒的IJ守 ド I~袖富liの大節分が段れ、 tll リ挙大め)11

原石を芯材と して縄色土で階自告されている.燃焼都1;火熱を告をけて品:変し、角柱状の石を立てて支

掬としている.経i草書官は縫か〈急激に立ちょがる。カ守ド町南側には長繍 1m、短編曲75cm、深さ35
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C則的ピ>，がみる.:ttl前向カ守ドは1111郎会宮殿れ、懲焼郎Iま火熱を受けて晴、恋し、内巣土師器郎を伏

せてま締としている.~ヂu量晋Mま鴻状に検出され、!.!外ヘ 1 .1 m延び、緑mし部はピ yト;jj(に憎られ
ている。僚は平組である.

出土遺物

土緑 {首ns凶23、24)

2311~t倒的カマド支郷、 2411 ピ γ ト出土である. 23!立内!H土締量草原である.底部切り 続L悶転糸

切リ、無調E置で、内揃黒色処理を絡す.2剖41はま占亦3制色主量鉛佐s咋下て

E箆主である.いずれL抵官悔Eよリ内潟しな舟が管ら3立Zち上炉る.

5骨盤.I!U車 (第12図)

言崎重量区内中央m;il軒鋭で検出された.

プランI立長袖4.8刷、先j紬4.5m のほぼ方Jf3を皐し、報î!ll商からの深~ U45叩で.~はほぼl!i:iI1

に立ち上がる.ピ ッ トは32倒検出されたが、主位穴I~不明である.カ守ドa溺繁的被 1Mに綿築され

ているJ曲部は峻丸、燃統音lH1火熱を受けて称変L、略<. i，l1縞色土持台付阻{上}と品、補色主総J(.(下}

を重ねて伏せま締としている。官官迫郁lまトンネル状に検出され、壁外へ1.5m延びる.カマY伺西

側には長紬1.4 前 、 綬制IJ70側、深さ 12倒的知i')込みがあり.~衡が焼けている. 床は中央部がお干

i!l:<な勺ている.

出土遺物

土鶴 (第18図25-29)

25 (止)、 26(下)Iまカマド茸胸、Z7I!ピット、潟、 2911婚式邸主であるo 25は赤協色土鋒台付

聞である.!産割i切ゆ暗躍し回転車切。}で、切。}骨量し後に台を付けている。 26-291i赤鍋色土器停であ

る.L底部切り 骨量しは、 28が'1ft減により不明であるが、他I~副転糸切り、無調書主である.いずhも底

ssよ')内湾しながら立%上がり、 26の内蘭l二I!タール状的付着物n'lIliめられる.

6'号住居跡 (第13図)

ま耳査区内中央部術111で験出された.

プラン11長前112.701.lli紘2.5mのは1;1"方形を3!.L .線認前iからの様きは2()('mで、自主はほぼ垂直

に立ち上がる.ピッ tI~llf臨終出されたが.主性穴11不明である。力守ドはH揮官主的東側にb再築され

ている.袖筋はt型 ft、燃焼酎fH.i火棋を受けて亦習をL ている. 媛遺都I~滞状に検出され、 史外へ85制

緩ぴる. 1本，I~平却であるe

出土遺物

土器

亦褐色土器尽(底部切り骨量L@転書、切り、無制慾}、土自雨量量鎖的岐品が数点出土した.

7号住居跡 (!il14悶)

網干t区丹南側で検出された.

- 25-
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プランは長軸5，8m、短軸5.4mのはほ方形を塁し.2骨溝跡に切られている.確認面からの君臨

さは40酬で.援はほぼ垂直に立ち上がり、 ~t!itには段が付( .ピ yト1:113偶検出されたが、 主柱穴

I孟不明である.カ?ド1:1.東聖堂内北側に構築されている.袖飾は一郎残存し、褐色土で縛築されてい

る . ~焼部11穴熊を受けて赤蜜し、土鱒縛裂の底商事を伏せて支榔とし、この支測は南側に寄ってい

る.痩道郁はトンネル状に検出され、!It外へ 1.4m延びる.金聖tIlL部には長嶋1.3m、短婚制)C..、

深さ31cm的補問形を呈する掘り込みがあり、底面、側面が焼けている.床11平坦で、住J忌中央慨に

径2Sar岬範閣の焼けli{が認められる。

出土遭物

土鍵

赤錫色土銭尽(底部切')離し個転糸切')、無調隻〉、土師鶴畿の破片が少貨出土した.

8骨健康跡 {第15図)

調査区の中央部東側で検出された.

プランは径4.2m的方形をll!し、Z号1揖跡に切ら札ている、橋認前からの採さは50閣で、畿はほ

ぼ';11!厳に立ち上がる.ピyトは..，側検出されたが.主住穴は不明である.カマFは東畿の北側に構

築されている.事曲部は残存し、賞色枯土と織色土で締築されている.熔焼3M孟火熱を受けτ赤変し‘

人頭大町川原石向上に土郎総緩め底郁を伏せて支"としている.優道部は鴻状に検出され.雪量外へ

1.4m延び、媛出し都へI勾かつて申る〈立ち上が0、側面が焼けている.IJ守ドの南側に1:1径4Octn.

深さ16cmで銀師jを擁9込んだピ>~ がある.床I孟平坦で、住居中央部に径25Cmの範関内焼け疫が総

められる.

出土造物

主鍵 (第18図30、31)

3011カ守ド燃焼錦、 31は床面出土である。いすねも赤褐色土務停である.底都切り雌L回転品切

り、無絢鐙で、底部よリ内湾L舎がら立ち上がる。 311H!奮が認められ、 「金」 であろヲか.

銀貨 (第16鴎)

被土第1腐の娘舗色鴎樋土の上面で、ローム商つまり住胎確認部から紐で結ぼれた状態で出土し

た. 出土枚重量は75枚で、 銭世名等町明搬なものを図示した.縫81)1:1銭貨名で14様、型書体別でr~ 17棟

で、 精密が361~、 司匠禽が8 枚、 様容が5校、行容が4枚である. 内訳11時代別では唐銭が4 枚、 北

米銭が22枚、明銭カ'27枚で、 鋭貨名でl:l開元通玄が4枚、夫線通宝が1枚、皇来通玄が2枚.高祐

通まが2枚、照準元主が4枚、元rl通宝が3枚、定祐通まがI枚、元符通宝がZ枚.大観通まが3

枚、政和通2草が3枚.正隆元宝が1枚、供武通宝が2校、永栄通宝が23枚、 宣re通宝が2枚で、不
明が19枝である.背文のあるも町はない.

9号住居跡 (<1117図}

調査区の中央部で検出された.
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プラン11笹紬5m、鑑紬..3"'的1111'方彰を呈1....1. 2号嶋悟に切られ、前号土績を切ってい

る.穣箆薗からの深きは25閣で.蛍は111:霊直に立ち上んかも.ピット1123偶検出され、主柱穴はIJ

守 r.~t倒的深き250・のピッ トと稼き40句 70聞の 41圃と考えられる. カマドは貫録的北側に梅豊島幸れ

ている.術師は賞色紺土と褐色止で摘.きれ、I$l袖11土師縛IIIの闘よ半と下半円21圃を芯材として

いる.織焼節iま火換を受けて徹底し、人碩大町川原石を玄関としている.震遭郁I孟鴻状で四郎がト

ン;t.Jレ訟に検出さn.!It外へ 1.701延び、側面が焼けている.床11平量旦で、住居中央部に径5白湖町
.圏内焼け疲が認めら札o.

出士通鵠

土. 【第18図32-36、1113'.l1l!l116) 

32、3311カマド甫袖の芯材、 3511カマF鍵道郎、加、 3611ピット. 116は覆式出土である.32-

34は土師器穫である.32は鵬餌外濁が縦位に内面が横位且ぴ糾位I~舗の侠いへ予状工具でJl形して

いる.33、34は麟部外聞が縦低に内面が検位及び斜位に刷毛目測量産を絡している.いずれも給土に

砂が多〈混入し、 34の底郁にはホ襲Ol{b'l!められる.351:1赤褐色土暢停である.底部切り虚し幽辰

糸切q、簸調節で、庭事事よ9申o(内情しながら立ち上11'る.3611内県土飯器揮である.手づ〈拍

で.IUJよ9内清Lながら11:<，上がる.内外面とも舗なミガキを.1....内面黒色処理を行ヮている.

a古土に砂がJ.(混入し、外面に11砂が露出している.1161孟須車.1Ilの破片である.外価U平行叩
!o板依且U'1I1情的篠僚会仁内獅11閃心問放の7テ板痕が認められ.外面に自然軸がみられる.

10帯住居・ (第19箇)

制査区町中央官事で検出きれた.

プランはt差値3.2刷、制鋤2.7m的はぽ方形をgし、 .iIZ面から的深さは3()cmで、 E置はほぼ錫直

に立ち上がる.ピットは11値検出書札たが、主柱穴は各コーナー付近の4舗と考えられる.宵守ド

は東壁内南側に嶋.されている.袖.11.れ.億綾部は火舶を受けて称変1....赤褐色主器停を伏せ

て支I1H:している.鍾遺書111.状でー郁がトン:tル放に倹出事丸、量外へ1.4扇延び、旬画面がIU予

約に焼けている.カ守ド町北側には径五k調、 採さ舗帽のピットがある.床11平坦で、住騎中央舗に

径助観的健闘町農け僚会恨められる.

出土造物

土楊 (11131国37.38) 

37はカ守ド支胸、381;111土出土である.37は土鍋録原である.乎づ〈拍で、底面SよO内情しなが

ら立ち上がる.内外蘭に録なミガキを施すが、外面には砂が露出している.38U:赤県色土器時であ

る.庭.切ワ圏直L函伝最初? ，.綱霊で、 盛観よ9申る〈内湾しながら立ち上がる.

敏.晶 {第35図 1) 

1 1孟a土出土である.刀子町ー.で、かな9鋪化が進んでいる.
11号住・・ (第20図)
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調査区内中央部で検出された.

プランは径 2.6 倒的方形を~t.. . 械認面からの深きI~試)cmで.僚はほぼ垂直に立ち上がる. ピッ

トIH3倒検出され、まu穴1:各2ーナーの4個と考えらttる.カ守ドli甫虫の東側に締築さttてい

る.袖舗は綴れ、燃焼偲l主火勲を受けて赤軍n.、高t褐色主静停を伏せて茸脚としている.鹿沼8111:1

糟状に情出され.艶外へ 1.4m祇ぴる.I最I!平坦である.

出土遺物

土健 (第31図39}

3911カ守ド査院である.赤褐色土嘗Jf:で.底蔀切1)1It..嗣艇場良切1).腺調1Aである.度錫より内

向しながら立%上がる.
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12~善住居跡 (第21121 )

調査区内中央部南側で検出された.

プランI~ 長軸 3.5 m.鋭敏3mの不!e方形を皐し、 EまU前からの首長さ1120酬で.設はほぼiJi直に

立ち上がる.ピッ トは21個検出されたが、 主柱穴は不明である. カマドli東!\!の~tflllに構築されて

いる.他都1:1滋れ、燃焼部li火熱を受けて稼変している.it道謂;1:1機状に検出され.EE外へ!.Im

延tF.特出し都はピッ ト状に縮ら tt. 側面が焼けている。 力守ドの日i~臨には後帥棚、SIiき20cmt28 

帽のピ y トがある.旅は平担である.

出土遺物

土量E

Z酔鵠色:1:器尽(底部切り能し印章E糸切 ')、舞鶴Yl 、土師~~殺の峨片が数議出土した.

13号住農跡 {郷22凶)

調査区の中央部南側で輸出された.

プランは径3.7mの方形をi!.し、確認耐からの深さは250mで‘E置はほぼ垂直に立ち上がる.ピ y

ト11抑制般出き九たが、主柱穴は耳、明である.カマドは車史的北側に構雛されている.僧都は疲れ

ているが.北舗の25材である土師器裂が凝っていた.懲焼郁1:1火棋を受けて旅変している。健造舗

はトンネル松に検出され、 M外へ!.6m延び、慢出L邸内側面が焼けている.カマドの術師lには後

55畑、採さ51仰のピットがある.床は平患で、住居中央部伝径IOcm師範倒的焼け痕が認めらttる.

出土造物

土録 (第31図40、41)

401:1カ守ド北納町芯材、4111yi土出土である.40は土師器畿である.劇部外編に縦位のljllJ毛目潟

!1!n'継される.4 1は須曹、総祁である. 底部切り離し回転ヘラ~J').無調箆で、底部よ '1内湾しなが

ら立ち上がる.焼成1:1不良である.

鉄観晶 (!lI3o図2)

2は床面出土である.l彰状をなし、先端部が尖るものである。かなゆ鋪化が進んでいる.

14骨住居跡 (第23図}

調査区内中央憾で検出された.

プランlif量輸3.lm、蝦紬2.9mのUぽ方形を患し、確認磁からの深さ1!4恥mで.MI!はぽ垂直に

立ち上がる.ピットは14個検出されたが、 ま紘穴は不明である。カ?ドl主張底的南輯1I二橋lIiされて

いる.袖舗は綾札、燃焼舗は火熱を受けて赤愛している.躍進部li溝状に検出され、 M外へ1.5m

延ぴ、燦出し郁はピッ ト状に婦られている. 床Iま~干凹凸があり、住属中央郁に長軸5恥刷、短鈷2泊

酬の範湖町焼け肢が認めらttる.

出土遺物

土様 {第31悶42-輔、割139閲 117)

- 39-



A マ
( 

可

ミお。-6
0-却

-11 

。ー開。。
~" 、、:::-:;).!!. 

可
百主∞

"11If ，r，縄色x，.・t;I:.'0-1.総予iU入
~Uf 晴樹・e，i、Jtj-..J民It・0_"・it-l"i;混入
"'''1 警官裕U.処.:1.-.70'1タ.o-kaヲ能人

A A41.∞m 
¥ 3 "可ι44L-L-f-刷 2 _./3 _/  

入t
 
子
入

帥

na
ム
予
-
段
。
ム
駒

山
λ
が峨
日
間
即
引

‘
主
主

主
処

処

幽
眠

、

.

貧
$
土

色
色
色
縄

県
治
組
鴫
検

・
層
高
層

t
g
a
e
 

凶

m
・m
m薪

且
互叫。帥m

ーー『、、
a.:;$ミミとf
.u面・a網島色土..食企iUλ
..... 輔僑色誠二 ，¥1層lηやや喝拘" .fI¥;I.-.多S量iIlI包精iU入

!1113'・""!i11-1" C褐色i.~2・ ，l， I)やや‘い 鰻:1:..炭化，.，述人
lfIU瞬 間6・a土.ぶ<1.ょ。やや噂い.・"じプ0γ1:fl人

C41曲 m
ι 

第21図 12号住居跡

3 制時

-40-



τ、
A 

。-10
0 同 - @ー剖

も}j-問。4-r。 ‘F 
可

人
入
製

義
平
手

、

眼

前
椛
入
川
和

ム
ム
誕
乎

-
-
R

・3ME

唱
"
劃
川
、

偽弘明
ム
句
レ

他
化

m
u
M

幽
明
白
官
制

骨

也

ー
ム
鋤
化
ム

晶司峰現
化
恨

-

-眠
・・

主
4
L

・&-

M
斬

aA1Jas

・
周
働
色
刷
色

偽
U
M

直
明
出
向
・

R--吋・田町

民
側
面帽
喝
-R
必

-
M
W
M
'凶
'u'

t
2
3

・S6

mm
，.句""

れ

且 ..Lt"1冊 ω 集8僧 寓褐色 t:.aft.・-櫛λマDω 舵 念 …刷人.."嶋 縄色ま.・亀弘・制限的絢偏人

A 1i.川曲m

~こ全監ご~ ←~イ /

叫
臥一
肘
zτ
，b
 

"E
 

'h
g
 

↑
畑

山町
山

一咽
-A

帥
剖
一M
刷
一u

a
s会
化
&

.-
罵
網
-
R

‘

&
晶色
a
A
3
&

--oa---a企
之

m
.
‘且mm
・-‘

M

・M
・------凶・・・

2
2
3

・s
・，

----m---a 
人種a宮崎，

• 
プ'b
 

λ

e
 

E
A

-

-pa
喧

"'
'

け

向

h
m

ム
7

4

i

、
--b
念

乱
a
u
」

λ

‘

入
‘.‘
ぺ
a
--

蝿
附
町
一
個
蜘
略

化
也

Fr-maH

A
明
削

船
L
U
L
S
H
U

魁
血

PE--J
-
念
企
象

企
&
£
・5
色
色

色

-ea--‘
----a，
 

叫
叫
一
四
一
四
峰
崎

.• 
，.，‘ •.•. 

且

¥._ ペ 勾を望号
E叫 ー曲・

呈 ε剖.∞m

JP;22図 13号住居鈴
。 ， m 

- 41ー



¥<"> 

A 

...'繍 ，.色“'"忠、 調Il:t..<<fむ絢硫入
~2. 繍錫色i.•足当ふ "'，包絢 0_，弘敏子i毘入
...". 焔総色志、 第 2~・J ' 明るい。 様化物 υーム鶴子混入..‘.1 j配偶色.;1:.，炭化情 0_ム位守混入
A 

¥0 

'"'緬 尚徳色i 炭化拘 0 _ム悠子 .t1，プoッタ.入
調~2 層 調(f1He色:t."'-.("プロヲタ 浪士γ'O"71・ローム敏子線人
"13層 調際網島色;i:.，，:I:~・録 。句- .t.~"""Ul入

~ 
且 .!l41曲m

一 巴 8;，摘制色まI…帆
2~瞬 時裕色念、厚LY.t1Jやや明るい、
t[ 枇 .。ーム敏子。削開似
41.帥 m

韮

lI<‘綱 絡網島色J!.，"】届ょのやの明るい 複j:・句"ム純子製入'"'摘興;u・色£、'"'・"'やや明るい、使;t>>tfUI;'o-j..鰍干潟入....福 嶋網島色式、'"'槍よ ゆやや・，.ぃ、。ーム総子製入
..ヲ裕 被網島色;i:.oームプロνタ袋入

~'41 明m

ι .c' 41曲m

'm 
第23図 14号住居跡

-42-



421まカマド煙道割1.43. 44、117は積土tfj土である.42. 431i赤褐色土務祁である.いずれも底

縁切。厳し回転晶切り .続筑豊富で、底部より申る〈内湾しながら立%上がる.431~全体にB軽減が著

しい.44は土師思議である.袋駅で、原部'IJ<r < j の字状に外反する.外商は縫f立に、内面は償伎

に刷毛目純鰐を織し、外面には煤状鋭化物が付着する. 1I71!須~縛援の白紙都である.外部にロ

タロ痕が飽められ、内耐に自里向精がみられる.幾成は良好である.

鉄製品 (第35図3) 

3は緩式出£である.鎌内ー部と考えられ、かな')鏑化がi並んでいる.

15尋住居臆 {第24図)

自時3住区内中央部で検出された.

プランは長率曲4.2m、短鎗3.5m のほぼ方形を県し 、 liIt誌面からのj撃さは4S酬で、司~I主Ull垂直

に立ち上がり、西宮患の下には2障が認められた. ピット は1&他検出~il.主柱穴は各2ーナーとその

中間的7備である，カマドt阜市!ltの西備に樹祭きれている.袖郁li良好な状態で残存し、賞色粘止、

褐色土、暗縄色土で梅築されている.筒袖とも犬きな川原石をZ、材とし、西1曲から 3側、車秘か

ら 4 側検出された. 燃焼部は火熱を受けて劫t変している.煙道部Iま鴻状に検出され、~外へ 1.2m

延f..F.煙出し部へ向かつて急激に立ち上がり 、向。頑が続けている.煙出し都11ピット状に婦られて

いる.カ守ド町東II!Jに後鰍層、海き20酬のピットiJ'. 雨量置の車鯛には後80冊、 ~~1J(住居硲総蘭よ

リ駅周床面よりおcmで.墜を40clll袋状に織り込むピットが認められる.床は平坦で、カマド周辺が艶

〈、住居中央部に後25cmの総聞の焼け療が認められる.

出土遺物

土鎗 (揮~31、 32図45-53、 第39、 40~1l8-121) 

45Ciカマド燃焼部、 1181主床樹、 46-4911ピット .50-53、119-12UilI!土出土である.45は土

飾総裂である.!iJ童相外商上方I:!刷毛目、下方及び底部周縁部はへラヶズリ炉施きれる.胎土に小石・

砂が~<混入 し 、外而下方{ま税関に小石j，，;o，;出 している. 4jj-53Ii稼総色土器f(.である.いずれも

底部切り維L@転車切リ .無制聖書で、51町内外部には7ール状肉付帯絢が認められる.48、崎、 51、

52は全体に摩滅している. 1I81.!須恵署審査去の破片である。ロ 70鐙形後外部はへ予ケズリ 、内聞は

刷毛田鍋!1!カ鳴iされる.焼成I~良野である. 119-1211ま罰固定縛裂の峨片である。 119(! 0縁部、120、

121 Iま胸部で、 外商I!平行叩き板疾.内闘は同心円状丹アテ級車車カ<!tめられる.焼成4ま良貴子で、119.

120町外部には自然紬がみられる.

鉄製品 (第35図4-8) 

4 -81孟械土出土である.4 Iま線、 51i刀子、61!釘と考えられる. 711J暴状をなし、先繍穏に

かえしの付〈ものであるo 8 (:'1補2-2.5畑、摩書 1-2酬のl足状のものを重ねて折リ曲げたもの

である.全て錆化が著しい.

石鰭 {第75図 1、2) 
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上 211灘土出土である. 1 1孟~石で、 三而を使用している.石質は緑色凝灰岩である. 2 l.i ll!i 

石で‘湖面を使用し、側面に舷打艇が認めら此Q.

16骨盤居跡 (第25悶)

訴後区町中央部で輸出された。

プランIH基3.9ω町方形を皐し、ゐ葺認調からの深さはぬ師で.唆はほぼ嚢直1:立ち上がる.ピγ

ト1!23個検出され、主主主穴は各コーナーの4舗と考えられるが、いずれも浅い.fJ守れま南陵町西

側に締築されている.納部l.l凶手自が一部残存するのみで、賞色粘土で織築され、土締錨栄町破片で

繍強している. 燃焼部11火熱を受けて赤変し、ホ締色北線5干を伏せて主仰としている.綾巡航I~溝

状に検出され、l¥!外へ 1.3m延び、健出Lgsは111掃のー部が焼けている.時I草平却で、位指中央都

に径3c怜民東側に後50抽何事E聞の焼It依が認的られる。

出土遺物

土鍵 {第32図54-56)

54はカ守ド支胸、 S5‘561孟組土出土である.5411>it.褐色土綜停である。底部切1)J艦し回転糸切り .

無掬皇室で、底部よ')由る〈内情Lながら立ち上がる.551Ut恋器台付停である.底部切り厳し凪転

糸切り で、切り荷量し後に低い古を付けている.焼成11良好である.561主J.n恵器受である。庇郁切り

離し回転品切り、無筑豊豊で、洞古島町強Q器形てヘロ綾部を欠 (.竣成は良好である.

げ号住居陣 {第26図)

調'1i.区町南西穏で検出された.

プランは後2.1m的方形を皐し、様認商からの1撃さは7佃で、自主はほぼ垂直に立ち上がる.ピ〉

トは511¥1検出されたが.主柱穴li不明である.カ守 ドlま術援の東側に締築されている。納部は現れ、

総焼部11大熱を受けて昔、愛し、馬道部は綴カ・〈急車Eに立ち上がリ、厳罰i倒踊が焼けている.床は

平坦である.

出土遺物

土縛 {第32el151-61、第40図122) 

57-61、 12211被土出土である.57-60は赤処色土君主停である.雄都切り離し回伝糸切り、 無詩

型車で、60は全体に摩滅している.6111赤綿色土桜識である。鋭部が外反L.日給偲が内符しながら

立ち上がるのロクロ銭形で.底部切り織し回伝糸切1).無2唱!ilである.外iliiに煤状炭化物的付渚が

著しい。 1221ま須!!!都道内破片である。ロクロ痕が認められ、焼成は良好である.

同号住居跡 (司127図}

調1<区円前首都で検出された.

プランは長袖3.4刷、短軸3.1mのほぼ方形を ~.L 、織SZ面からの深さ I.H恥聞 で、 E置はほぼ義蔵

に立ち上がる.ピット1112倒検出され.主性穴は各コー十ーとその中聞の7側と考え られる.カマ

ドは束袋町南側に栂Z告されている.袖都I立一部会e鎚干干し、資色粘土と褐色土でt構築されている。 燃

一時 一
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焼事6U式"を受けて赤変Lている.a道都I!湯状に検出され‘!l外へ75<・延び.連出し郎へiulか勺
て斜めにZち上iJt') .底面・倒語が焼けている.ぼI:!.t.旬。'*'J5幅低〈なq.住居中央臨に径40<・
の健風向・tltt¥b'包められる.

出土遺鞠

土.(挽32函館、 63)
ôZl~ カマド南納町補強土器、 631i積土出 tである.いずれもお褐色上続時であ る.底部切 リ触し

闘転糸1;1)').書院側鍛で、底部より内湾IAーがら立ちょがる.ω町内面にはFール状肉付着物がiiA的
られる.

土似品 (郷za閲 1) 
Ilj積二l二出.1:である.ワイゴの羽目で.後7.2cm.中心備に陸2.6帥の穴があいている.

-47-

19骨住居跡 (鄭29図}



4 

AJ¥fMa魁耐わる叫入
鯵2膚'"色'.1:1:

440-制的

ミ会ミこ z 三&
且

入

入

混

入

滋
ー、

亨

潟

ク

u
a
Z7

よ
刊
'a
入
舵
入

。2
-
aム
込

4

日
品
。
師
同
制

d
-
物
‘
E
銚

-
g
b
ふ
鵠
'
h
人

e

相
-
化

wa

タ

O

段
。
子

.
鳳
旬
、
岬
怯
m
・
。
似

多
o
h
F
化
い

い
ム

山
町

JU
…刊
削
除
判
明
↑

叫
白
川
山
川
川
崎

。
骨

r
v
;
;叫

値
切
化
相
官

-as'a

化
燐
1
4事
3
'
主

総

em
-u凶m
a鎗

み品

・-

a色
念
主
主
土
土

色
僧
褐
色
色
色
色
色

鶴

賀

幽
暢
凪
附
姐
鴨

e
R
-
R

a
噌
鎗
繍
暗
峰
崎
錨
電
場

調
緬

smE膚凶
咽
盤

.

1

2
3
a

・8
6
?

銚

a
a
・m-m.
，Bあ

.ll:.，o.舶 m

-A
 

入
人
泌

ωmm凪
士

主
主
処

線
使、
む

一
ぃ
川
崎

m

a
eり

0

・・ma
l

av泊
マ
巴
唱

の

MV

ま
ま
2

I
J
1

avalv

・-"
p

h

主
企
土
主

色
色
色
色

岨
開
催
爾
風
聞
甑
開

+
J

鍋喝
事
智
宗
務
懐

w
m・
刷
局

2
2
3
・・s

郷
繍
繍
鱗
腕

立

。 1m

;，;幻図 18号住居跡

一 唱 ー



週間1並区内南関iで検出された.

プランは長輔14m、傾銚3.4m町長方形を塁し、 7号土品闘を!;IJうてい

る.f曹tZ術からの深さ 1~25cmで、 !'.!Ijはほ震直に立ち上がる.ピ y ト (j

27例検出されたが、 ま枯穴は不明である. カマド(!東慌の北1聞に椛接~

札ている.納事l)fj.綾tl.燃焼部(1火熱を受けて赤宮n、種道官M1制か〈
也、搬に立%上がる.カ守ト・的北側には後50cm、採さ15酬のピ，./} iJc、南

側には長総60c附、~輸4恥舗、深さ48聞の袋状をなすピ γ トがある. 旅(~

平矧で中央剖iが虫、、.また、{主情中央朝日こ3力研焼け療が認められる.

出土i量物

土鍵 t獄32、33凶64-92)

64-70(j床術、 73-舶はカ守ド街IsIのピット、 71.72、剖はピγ ト、

83-921ま現土出土である.12(11有無土師務保である.j底部切り織し印伝

5ミ込
1 "‘~;'(f.\':-H-

o 5相

‘'---品---
第28図

糸切リ、無;拘鍛で、 F革新》よ 1)申る〈内湾しながら立ち上がる.内外面に 遺構内出土土製品

i書状的付稲物が認拘られる.11!!(~品縄色土骨骨r(.である。底部切り離しは65が摩滅によリ不明である

が、他(1悶転糸切り‘書察側主主である.ほとんどのものは底部より内均しながら立ら上が句、口綾田l

が外反するものもある.かなリいびつなものもみられる。

20号住居飾 (11130凶}

繍在区町1*1商都で検出された.

プランは長袖2.3剛、主主継2mの1'1.1:r方形を塁し、確認磁からのi撃さは2師、で、!¥tはほぼ垂直に

立ち」がる.ピ yトlHセ鹿内に2個、住賠外に数f尚験出されたが、主位穴は不明である.カマドは

東竪円前帽jに柄郷されている.袖部は-gl;が桟存し、賞色鉛土、鰭褐色土、ぬ色土で縁者匹喜れてい

る . 燃渡部1:1火熱を畳:けて暗，~L 、伏せた泌総色土恭尽と曜日長い晶、を立てて耳抑としているe 聖誕迫

Ø~li総かく企i敢に立ちょがる. カマド丹南側には長嶋船棚、縦軸50c8，様き 2恥鵬で1産碕iの焼けたピ

ットがあ晶.床(1平i自である.

出土遺物

土鯵 (都38図93、加、第40図1231

931j tJ'?ド媛道部、 94はピ 7r、 123(主力?ド銑焼都内灘士出土である.93、94は請、褐色土松原

である.低俗切り概し回伝晶切'J、無熊野で.底部よ')JAJ湾しながら立ち上がる.. 123fj.m忠世量殺

の破局である.外面は平行叩~~1i1ii. 内悩は平行アチ板疾がl1iめられる.

21号住居跡 {第34@)

調l'f.1Kのlti説田lで検出された.

プランIj長敏6m、縦軸3.3同町民方形を皐し、 31、36号土槙を切ゥている。確認I繭からの深草

1;l30叩で、!1.t;はほぼ霊斑に立ち上がり、部分的に周鴻が認めら.Jt9.ピット1118也i検出寄れたが、

一拍ー
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20号住居跡第3011ll

主性穴I!不明である.カマドli~巨設のlIjlIOI~構築されている. 補苦51ま術納町ー俄が残存し、Ilil.') 拳

大やそれより Lやや大事目的川原石を芯、材とし、黄色鈴本て"1稗築されている。燃焼都I!火熱を受け

て宥、変し.媛道苦111止惣かく急激に立ち上がり、 110蘭が焼けている.. t)? ド町南側にIJ: ~40師、深さ

11倒的ピッ トがある.床は平惣で1¥iいが、西側1.5mの艶聞は軟らかい.

出土遺物

士舘 (軍¥38図的-102 ) 

95-97は床面、路、闘はピ '1r" 1叩はカマド燃焼部、 101、102は離土出土である.98は内黒土

師苦手好、である.底締切1)離し悶転糸菅川、無調豊富で.内面黒色処獲を議す.底部より内湾しながら
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立ち上がり、内面底部と外面下方にへラミカ守が施される。 95~97 、 99 、 101 、 102は赤褐色土器邦

である。底部切り離し回転糸切り、無調整である。100は赤褐色土器護である。ロクロ成形で、頚部が外

反して口縁部が立ち上がる。底部切り離し回転糸切り、無調整である。

鉄製品(第35図9、10)

9、10は覆土出土である。円形を呈し、中央部と閣縁部が盛り上がり、中心部に孔がみられる。

紡錘車であろうか。かなり錆化が進んでいる。
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。 lOcm 

第35図 遺構内出土鉄製品

22号住農跡(第36図)

説査区の甫西部で検出された。

プランは推定長軸 2.2m、短軸1.7mのほぼ方形を呈し、 30、43号土墳を切っている。確認面か

らの深さは10cmて¥壁はほぼ、垂直に立ち上がる。ピットは 1個のみの検出である。カマドは南壁の

東側に構築されている。袖部は壊れ、燃焼部は火熱を受けて赤変し、煙道部は矩かく急激に立ち上
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がる。床は平想である。

出土遺物

土器(第38図103、104)

103は赤褐色土器坪である。底部切り離し回転糸切り、無調整て¥103、104は覆土出土である。

104は赤褐色土器台付血である。底部切り口縁部が外反する。底部より内湾しながら立ち上がり、

C' 

。-27
Q)-~ 
0 

離し回転糸切りで、切り離し後に台を付けている。
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1>-
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22号住居跡第36図

23号住居跡(第37図)

調査区の南西部で検出された。

プランは長軸 4.3m 短軸 2.9mの長方形を呈し 確認面からの深さは15cmで、壁はほぼ垂直に

立ち上がる。住居中央部に長軸 2.2m、短軸1.5m、深さ15cmの掘り込みが認められ、底面の南東

ピットは部に径20cmの焼け痕が認められる。住居はこの掘り込みを貼って床とし、貼り床は堅い。

カマドは北

壁の中央部に構築されている。袖部は一部が残存し、小礁の混じった黄色粘土で構築され、西袖は

- 58-

19個検出され、主柱穴は各コーナーの径40~70cm、深さ 16~22cmの4個と考えられる。
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径13cmの)11原石を芯材としている。燃焼部は火熱を受けて赤変し、煙道部は短かく急激に立ち上が

る。床は若干出凸がみられ、住居中央部のピット周辺は堅く、焼け、東側に径40cmの範菌の焼け痕

が認められる。

出土遺物

土器(第38図105-114、第40図124) 

105、124は床面、 106はピット、 107、108は住居中央部の掘り込み、 109-114は覆土出土である。

109は内黒土師器杯である。底部切り離し回転糸切り、無調整で、内面黒色処理を施す。底部より

内湾しながら立ち上がり、内面にへラミカ、、キを施す。 105-108、110-113は赤褐色土器ヰである。

底部切り離しは、 105が摩滅により不明であるが、他は回転糸切り、無調整である。底部より内湾

しながら立ち上がり、かなりいびつなものもみられる。 110、112にはタール状の付着物がみられる 0

114は赤褐色土器斐の胴部上半である。ロクロ整形で 頚部が外反し、日縁部が内湾しながら立ち

上がる。 124は須恵器護の破片である。外国は平行叩き板痕、内面は同心円状のアテ板痕が認めら

れる。焼成は良好で‘、外面に自然利がみられる。

24号住居跡(第41図)

調査区の南西部で検出された。

プランは斜面のために高壁が検出されず不明であるが、東西軸が3.4mである。確認面からの深

さは北↑~iJカQOcmで、壁はほぼまE重に立ち上がり、縄文時代の 2 基の土壌を切っている。ピットは 11

個検出されたが、主柱穴は不明である。カマドは東壁に構築されている。袖部は壊れ、燃焼部は火

熱を受けて赤変している。煙道部は壁側が広〈 煙出し部に向かつて狭くなり 煙出し部はピット

状に掘られている。床は平盟である。

出土遺物

土器

赤褐色土器杯(底部切り離し回転糸切り、無調整) ・台付皿、土師器護の破片が少量出土した。

25号住居跡(第42図)

調査震の高西部で検出された。

プランは径2.4mの方形を呈し、確認面からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピッ

トは 9個検出されたが、主柱穴は不明で、ある。カマドは南壁の東側に構築されている。弛部は西袖

の一部が残存し、黄色粘土で構築されている。燃焼部は火熱を受けて赤変し、煙道部は溝状に検出

きれ、壁外へ65cm延び、る。床は平坦で堅く、住居南側に焼け痕が認められる。

出土遺物

土器(第49図 125) 

125は覆土出土の赤褐色土器杯である。底部切り離し回転糸切り、無調整で、底部より内湾しな

がら立ち上がる。
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第 1I冒
第2層

_c: 40.40m 
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1 m 。25号住居跡第42図

26号住居跡(第43図)

調室長区の東iRlJで検出された。

プランは長軸 2.4111 、~\~軸 2.2 mのほぼ方形を呈し、確認miからの深さは4り('01で、椛はほほ'ifi:[r=( 

カマドは北壁の中央部に構築されている。袖部は壊れ、燃焼ピーソ i、は検出されない。に立ち上がる。

音1$は火熱を受けて赤変している。煙道部はトンネル状に検出され、壁外へ80c01延び、煙出し部の側

- 65-

面が焼けている。床は平坦である。

出土遺物



(第49図126~129) 

126 は床面、 127~ 129は覆土出土である。 126~128は赤褐色土器坪である。底部切り離し回転糸

切り、無謂整で、底部よりゆるく内湾しながら立ち上がる。 129は土師器薬である。頚部が外反し、

口縁部はゆるく内湾しながら立ち上がる器形で、巻き上げ後に全体を指ナデにより整形している。

底部に荏葉痕のょっな圧痕が認められる。
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第2層 階糞褐色土、焼土・炭化物・ローム粒子混入
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。 1m 

第43図 26号住居跡

27帯住農臨(第44図)

調査区の東側で検出された。

プランは径3.8mの方形を呈し、 59号土墳を切っている。確認、面からの深さは25cmで、壁はほぼ

- 66-



ペ
嶋

au
u司・色、

ペ

--e‘、ペ
岨
潤
付

w，刊
e

・歯周

‘voト
輔

e
e刊
a
-
u
-

F
aト
刊
鎖

倒

ea---
付

ea--

州

Aw---
司
副司

Z
-
s
u
 

8:: 

8同

⑨ 

。

A 

••• -a・
••• '"・・"・-aA・

111居届色局紙'"
・2・・R・・色ニ..・.tt.岡偉人金;担ンk-AE…

ILA・冒

正40.柑・

.1・a色a・lt... ・.・色i.・j;佳子混入
て主主

lrE岨.岨・且

-67-
27号住居跨第A4f1i1



L ー_j-

gs.宰旬
E
S
.
S凶
付
aw--unaz

JRa
-
4
F
a
d
s
0

・d鴨
d
e--z

州
-e--ω
aR

E
S・o
・
-
由

，ma
 .“
a

・
.干同‘

ペ
掃
除
1II 
・S

• 
4時

宮古 s 
量i2 
"毒
事・.， 園
-" ・6‘

s
s
s向

ssd，u司

-m

，.ト
4
1

・

ペ
凶
・
冷
却
4
'
o
J
'
'
eAV
FM『.
.
 

‘
.吋d
eu--

〈

a'u
、“・4t・
.伺a.
，M・・

〈
-・
止p
g
A司
1

・.u明
ea--

J

、a4pg
J

‘，
.• 
伺
d

・・6
‘

8号竪穴遺構

邑

A 

--e・
...
 
‘
 

・"・.“.
 

--a
 
草⑤

28号住庫署悟

。-7くミ。-17
ー話。

1>11 

s 
S 
宰 ベ
UI謝

話
〈二
議 . 

.(・・ ~ 
'皇・hぺ ぺ叫+Hj有， 111.， 
11111村材"・・眼・s令HI• 
QEJTiii 付税

..4l"~"品鉱区..1....・E・!'o...
J
 

-
R
h

・
廻
mw

，.-a-
R
.

，.
 

-Raw-
-E
"

・
-
R

戸‘

o! 

。-32
。ー初

。-13
~-9 

圃4 

-26 

ぽ柑.伺・

ー¥ー....r-

。31

H 

ミJ院

， 

@-18 

。-17
。叶6

一 回一

、，

28号住居跡、8号量穴遺栂第4S1lil



』陸直に立ち上がる.ピァトtよ3飽検出されたが、主柱穴u不明である.h守 ド1;1.南西雪量的南東側に

情獲されている.拍節は比般的良好に妓存し.黄色悩土で情損害れている.継綾部Ii大併を受けて

亦~している.煙道部I!捕状に検出され.蛍外へJ.2m媛ぴ、側面が焼け、煙出しおへ向か今て申る

〈立ち上がる.カ守ドの~t'Jに li長袖1Ocl1l 、 短輔副〉師、 i軍事 16輔のピ y トがある .

出土遺物

土緑

土~器穫の破片が重量点出土L た.

28号住居跡 {第45関}

網走区内東側で検出きれた.

プラン1:1.長総6.9m.剣綿6mめはほ方形を墨1..8 .Jj-~1穴必憾と量減するが、切リ奇いは不明

である..Ii誌耐からの燥さは試隊"で.!.!はほぼ垂直お立ち上がリ.1&型車内下にI!f.揮が認的られる.

ピγ ト 1:20備検出され. 主桃火I~各コーナーとその中間1;ある 8側と堵えられる. nマド1:1.f朝日産町

東側に縫築きItている.袖榔lまー飾が残存L、賞色粘土で綿密され‘燃焼部I孟火熱を受けて称変し

ている.優i草部I孟鴻状伝検出きれ、蛍外へL1m延び.側面町四郎が処It.護出し郵f!t" .~ ト ~に

鋸られている.啄1:1平飼でゐるが.-1固に凹凸がみられ.全体的に堅仁 4fJ所に焼It艇が包めら

ねる.

出土遺物

土穆 {第柑図 130) 

130 liカマド燃焼都出土町噛t憎色よ緑郎である.底部切リ櫛1，I.fuJ転晶喧J町、績調重量で、底鰍よ q

内拷しながら立ち上がる.

29号住居毎 {第46図}

調査区町東鑓で検出さ九た.

テラシIi長峰4眠、信柏3.8mの11I?方形を呈L、6fU面からの飯事1!2(固で、笠11U!?嵯直に

立ち上が晶.ピットli26・検出事札、 主位穴I孟各コーナーのJt鮫的環い4舗と考えら代る.カ守ド

Iま悔陵町西梅に構'Ji害ねている.袖3Mま-gsnC残存L、'k色粘土で除築され、機焼部1:1.火燃を受け

て~;変し ている。煙道部1:1.捕状に検出き札、鍍外へ1m抵ぴ、側面I町一郎が焼け、榎出し部位ピμ

ト4止にt自ら仇ている.カ守 ド向車側には長柏抽C側、制特配)c側、 保書lOcmのピットがある.成1:1'l'11l 

である.

出土造物

土・ (!l¥49図131) 

131 1! カマ ド型車綾部出土町土...Z;~慢である. 理員訴が' { J伺字状に外反L . 属部にやや丸暗のある

器形をなす.自前部外面1;1ヘラヶ';'}.内面1:1.制毛自隷聾を地L、胎ょに小石・砂が!H浪人する.

30骨住居陣 (第41図)

- 71-
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調査区向車"で倹幽された.

プランt主主墜が検出されず不明であるが.東西紬が3.9mで.6、15号鴻跡に切られている.確

認面からの援さは衛倒が却酬で、 !~1111Ili垂直に立ち上がる. ピット IjlO個検出されたが. .主伐穴

Ij不明である.カ守ドli )l(5t町北側に栂1&されている.削節I~l費IL. 燃焼舗は大熱を受けて亦~1..、

低温都Ij短かく念像にj!.ち上がる.保11:1.1干凹凸がみられ、 1主届中央部に長睡】『賞、鰭紬6仕・的純

倒的焼け軍.6'~められる.

出土造物

土・t第49図132-134) 
132-1却はピット出土である.132. 133~者褐色土器坪である.峰8ð切リ緩L 闘転車切1) 、鱒調

援で、底~よ O 内拷しながら立ち上がる. 134は3ft1f.訟原で品る.虚飾切リ離し回転晶切り、鱗例

経で、腹部よゆ内潟しながら立ちょが1).数カ所に焼き.Ilftがみられる.

314普住謄跡 {第時図}

調査区町中央部で検出さ/t.昭和47年に調査されたものである.

プランは長軸4.1m.短柚3.6m町Uば方形を呈L、信2m()'ら内線きIj25emで‘墜1:1111!"!Io慣

に立ら上がる.ピットI!J敏検出きれたが.主柱穴は不明である.カマド11車車置の.t:鋼に構築され

ている.袖邸u漉れ、総量t舗は量働8主濁.短抽出k酒、震;!'12c・に泌1)込まれ、火鎮を受けて亦fIし

ている.l:Ii道部li湯状に検出事九.墜外へ"7m延び、創価的ー廊が娘けている.~まijllll平均で

ある.住居南西隔には長鋤1.2m.短納 lm、海き49cm町袋状主績が検出されている.

出土造物

附相47.年内調査で出土したものである.

土鱒 {第旬、51図135-143)

135 11内黒土師器等で品る.鎗摘み成形で.底部がl!t<作られている.底部よ9内湾しながら立

ち上が'1.内編墨色処理を織してい晶.外面の体都立ち上が9付近い刷毛図書耳箆が認められる.除

土に砂がJ<混入し、員亀成1:不良である.136-14J1!土師骨量穫である.顕郁がr<J肉字4止に外皮

し‘ 外画面11縦位に内蘭Ij慣はまたは斜位に刷毛自調鐙を聴すものであO. 136町内外部W"'臓が暫
しい. 137町内面はナデが行bれ.煤状炭化物が付精する.138 <1>'・l叫にli膨らみがあ1). 140の

矧自11には舗 0.5 酬のit鰍が~晶. 136‘ 142、143町路網I二は本操縦が組められる.

a.晶 {第51関11)
lIIi11l:t出土の刀子でめる.全体に償かなソリ()'認めらItる.かなリ鱗fヒが進んて旬、る.
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第50図遺構内
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1号竪穴遺構(第52図)

調査区の西側で検出された。

プランは西壁が検出されず不明であるが、南北軸は 2.5mである。雄認面からの深さは 7cmで、

壁はほほ、垂直に立ち上がる。ピットは 4倒検出されたが、主柱穴は不明である。床は平坦で-あるが、

畑の耕作による撹乱をかなり受け、北側に焼け痕が認められる。出土遺物はない。

∞! ~I 
Ct、2 

寸s:

∞ 

。
A 

A' 

@ 

∞i ∞! 

第l層お日L

A '̂ 第2局 JP，'t褐色こL
:f1.40.70m ローム料:引1~入

町1

第52図 1号竪穴遺構

2号竪穴遺構(第53図)

調査区の南西部で検出された。

プランは北壁が検出されず不明であるが、東西軸が1.9mである。確認面からの深さは10cmで、

壁はほほ‘垂直に立ち上がる。ピットは 5個検出されたが、主柱穴は不明である。床はほぼ平却であ

る。

出土遺物

土器(第59図144-147)

144は床面、 145-147は覆土出土である。全て赤褐色土器坪である。 Jl支部切り離し回転糸切り、

無調整で、底部より内湾しながら立ち上がる。

3号竪穴遺構(第54図)
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第53図 2号竪穴遺構

調査区の南西部で検出された。

プランは長軸 2.8m、短軸 2.6mのほぼ方形を51し、 28号土墳を切っている。峰認面からの深さ

は7cmで、壁はほほ

土坦R日aでで、ある O

出土遺物

赤褐色土器坪(底部切り離し回転糸切り、無調整)、土師器禁の破片が少量出土した。

4号竪穴遺構(第55図)

調査区の南西部で検出された。

プランは長軸 3m、短車軸由 2.9mのほほ

立ち上がが‘る O ピットは 17個検出され、主柱穴は各コーナーの深さ 23~34cmの 4 個である。床は平担

である。



出土遺物

土器

赤褐色土器杯(底部切り離し回転糸切り、無調整)、土師器禁の破片が少量出土した。
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叫

A A:40.70m 第 1層 階褐色土、炭化物・ローム粒子混入
一 ・ 第2層笈褐色土、炭化物・ロームブロック浪人
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第54図 3号竪穴遺構

5号竪穴遺構(第56図)

謂査区の東側で検出された。

プランは長軸 3.3m、短軸 2.9mのはほ方形を呈し、確認前からの深さは20cmで、壁はほほ、垂直

に立ち上がる。ピットは25個検出されたが、主柱穴は不明である。床は中央部が若干低くなってい

る。

出土遺物

赤褐色土器杯(底部切り離し不明)、土師器護の破片が数点出土した 0

8号竪穴遺構(第57図)

調査誌の東側で検出された。

プランは長軸 3.7m 短軸 3.6mのほぼ方形を呈し、確認面からの深さは30cmで、壁はほほ、垂産
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に立ち上がる。ピットは 8個検出されたが、主柱穴は不明である。床は平坦で、堅〈、中央部に径25

cmの範囲の焼け痕が認められる。

出土遺物

土器

赤褐色土器杯(底部切り離し回転糸切り、 、土師器薬の破片が少量出土した。
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7号竪穴遺構(第58図)

調査区の東側で検出された。

プランは長軸 3.1m 短軸 2.7mの不整方形を呈し、確認面からの深さは30cmで、壁は北壁がほ

ぼ垂直で、、他はゆるく立ち上がり、南側に段が付く。ピットは 5個検出されたが、主柱穴は不明であ

る。床は平坦で、、東側に径50cmの範囲の焼け痕が認められる。

出土遺物

土器(第59図148、149)

148、149は覆土出土である。 148は内黒土師器不である。患部切り離し回転糸切り、無調整で、

内面黒色処理を施す。底部より内湾しながら立ち上がり、内部はナデを行っている。 149は赤褐色

土器杯である。底部切り離し回転糸切り、無調整で、底部より内湾しながら立ち上がる。
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第59図遺構内出土土器

8号竪穴遺構(第45図)

調査区の東側で検出された。

プランは長軸 6.2m、知軸 3.3mの長方形を呈し、 28号住居跡と重複するが、切り合いは不明で

ある。確認面からの深さは20cmで、壁はほほ、垂直に立ち上がる。ピットは14倒検出され、主柱穴は

各コーナーと南壁・北壁の中間にある 6偶である。床は平坦であるが、部分的に凹凸がみられる。

出土遺物

土器

赤褐色土器咋(底部切り離し回転糸切り、無調整)、土師器喪の破片が数点出土した。

一部一



墳 覧 表

番 規 模 (cm)
平田形 断面形 出 土 1、1五主色 物 {蔚 考

1仁5コf 長軸 短軸 深さ

1 78 74 7 楕円形 1 土第6器9護、70図150、赤褐色土器浅鉢、 151、赤掲色
域底.1ftU面が
焼けている

2 131 90 21 楕円形 2 

3 62 59 21 椿円形 l 

4 105 94 円 形 5 

5 70 51 16 楕円形 2 

6 168 69 29 楕円形 1 

7 165 142 39 方 背5 2 器第7長0顕図壷152、 158器、赤薬褐・色漬土忠器:器杯喪、159、赤褐色土土師 破片

8 125 72 26 不整形 1 

9 86 72 20 楕円形 2 赤褐色土器ヰ・土師器禁破片 I品t底・iIl日、lIlIるが
焼けてし

10 91 10 円 形 2 赤褐色土器杯・土師器護破片 九墳包l底ナ.1111Jll射が
ている

11 90 74 5 椿円形 2 第70図160、赤褐色土器土手 焼土}長底・lH1J、[[!るjが
けてし

12 234 158 36 不整形 1 赤褐色土器ヰ破片

13 136 98 26 長方形 2 第70図161、赤褐色土器杯、土師器斐破片 域焼底けて・{則い前るi 泊三

14 132 108 17 楕円形 2 第71図170、須恵器護破片、赤褐色土器ヰ

15 89 58 25 楕円形 l 

16 85 77 8 楕円形 2 第71図171、須恵器護破片、赤褐色土器邦破片

17 140 125 14 楕円形 2 赤褐色土器土手・土師器護破片

18 153 26 円 背三 2 土第71器図172、173器、壷須破恵器破片、赤褐色土器土手・師襲・須恵 片

19 178 159 36 楕円形 2 赤褐色土器ヰ・土師器護破片

20 184 136 17 楕円形 2 赤褐色土器坪・土師器薬破片 域焼け底・側面が
ている

21 206 180 30 楕円形 1 赤褐色土器土手・土師器護・須恵器壷破片

22 184 140 24 楕円形 l 赤褐色土器杯・土師器喪破片

23 78 65 17 楕円形 1 赤掲色土器土手破片

24 182 104 26 楕円形 2 

25 115 108 130 楕円形 4 赤褐色土器土手・土師器護破片

26 128 79 14 楕円形 2 赤褐色土器上手・土師器禁破片

27 149 120 8 方 形 2 赤褐色土器杯・土師器禁破片

28 129 104 14 楕円形 2 赤褐色土器士子、.土師器護破片

29 66 47 13 椅円形 2 赤褐色土器ヰ・土師器護破片

30 186 77 24 不整長形 。、 赤褐色土器不・土師器護破片

31 124 103 42 楕円形 l 赤褐色土器土手破片

32 100 98 25 楕円形 2 ホ褐色土器土手・土師器護破片 側面が焼け
ている

33 149 138 14 楕円形 2 破第7片1図162-164、赤褐色土器皿、赤補色土器上手 士}長底tt・側面iJ<焼ている
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番 規 模 (cm)
平面形 断面形 出 土 1、昼i ヰ如 イ蒔 考

号 長軸 短軸 深さ

34 82 56 26 楕円形 2 赤掲色土器邦・土師器護破片

35 86 42 22 小判形 2 

36 122 118 14 楕円形 2 第71国165、赤褐色土器上手

37 156 146 16 楕円形 1 第71図166、赤掲色土器血l、赤褐色土器よ子、破片
が上助とl成f・l!l1JlfIiが
ている

38 59 48 7 楕円形 l 赤褐色土器坪破片
焼J品りけ底て.jl!いIJUiるi 7J、

39 92 66 8 楕円形 2 
I九MUf底日1Mが
ている

40 94 5 円 形 2 赤褐色土器I下破片
王ナ立・11l1J1(Iiヵ、
ている

41 不明 60 24 楕円形 1 赤褐色土器邦破片

42 66 58 14 惰円形 2 

43 125 110 24 楕円形 2 第71図167、赤褐色土器土手

44 95 63 3 楕円形 2 第71図168、赤褐色土器呼;
IがEと完け成一・jl!日1Mがてし、る

45 102 90 8 楕円形 2 赤褐色土器杯破片

46 66 54 64 楕円形 5 赤褐色土器工不破片

47 不明 54 17 J議 状 1 赤褐色土器土手・土師器護破片

48 不明 80 16 溝 :1犬 2 

49 120 86 20 不整形 1 

50 96 73 22 楕円形 1 

51 135 91 51 情円形 2 第75図3、砥石
1 ~ーノー

52 70 62 18 楕円形 2 

53 86 71 12 楕円形 1 2 ーに_;-

54 84 55 31 楕円形 第71図169、弥生

55 83 76 16 楕円形 2 第71図174、175、弥生 3V  

56 58 52 9 楕円形 2 

57 117 111 10 f者円形 2 第71図176、177弥生
4l_了

58 62 58 22 楕円形 2 

59 161 128 105 惰円形 7 
5lS 

60 106 100 円 1ヲ 6 

61 60 74 円 形 4 

62 125 106 96 楕円形 4 
Gl_了

63 92 74 47 楕円形 2 

64 92 68 44 楕円形 2 
7 

65 138 76 円 形 6 

※赤褐色土器土手は底部切り離し回転糸切り、無調整
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第2層 階賞褐色土、炭化物・ローム粒子混入
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C 1 dl 立ノ:;:>7
第1層 I!{f褐色土、焼土多蚤・炭化物・ローム粒子浪人
第2層 階賞褐色土、焼土・炭化物混入
第3層撹乱

第64図土墳
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日吉賞褐色土、ローム枝子多量・炭化物混入
賞褐色土、ローム粒子混入
暗賞褐色土、ロ…ム粒子混入
賞褐色土、ローム粒子多量混入
時褐色土、炭化物・ローム粒子混入
賞褐色ニ仁、ローム粒子・炭化物混入
路糞褐色土、やや暗い、ローム粒子・炭化物混入
時賞鵠色土、やや踏い、炭化物・ローム粒子混入
時褐色土、しまりがない、ローム粒子混入
時糞補色土、やや暗い、しまりがない、

真 ローム粒子:多量・炭化物混入
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再

〉鳴き伊こ40川

第1層 葉褐色土、焼ゴゴ混入
第2層焼土
第3層 階賞褐色土、焼土・

炭化物混入

一 一40.60m

にーし/
第1庖 11奇褐色二t、焼土・炭化物j比入

40.70m 

てご了12ア7フー
第l摺 熊褐色ゴ、角't土粒子・ローム粒子・

炭化物混入
第2層黒色土
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咽曜ま
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第 1J音階褐色土
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第 1J習 a{'，'賞褐色土、炭化物ìl~入
第2層 階褐色土、炭化物・ローム粧子ìr~入

第65図土土産
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第 l層 Ilil褐色土、ローム粒子・
焼土出入

号土墳

第l・層 階笈褐色土、焼ゴ二・炭化物混入
第2層撹百L
第3層焼土
第4J音赤褐色土
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者¥1層 階褐色ゴ二、炭化物・
ローム粒子混入

第l層黒褐色土、
ロームブロックj見入

第2層黄色土

= 40.90m 

-40.50m 

一てご工ムムノ r

第l層
第21習

炭化物混入
ローム粒子混入

第1層 Ilff褐色土、白色粘土出入
第2層 黒褐色ニi二、白色粘土出入

4運E

- 40.20m 

第1層

¥よーノ
第1層階褐色土

第11習 祭色腐植土、炭化物・ロームブロック・ローム粒子混入
第2層 階褐色土、ローム粒子浪人
第3層 暗殺ユ褐色土、ローム粒子浪人

私~

~一一一---54号土横

二二-← p … 40.20m 

"'2 ~ 1 / 

第1J苦 悩焚褐色土、炭化物混入
第2層 尚一掲色土、ローム粒子混入

第66図土壊
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一人よsLJ有二40.30m
第1層 階褐色こに

ロームブロ，ク混入
第21習 時賞褐色ニL、

ローム粒子浪人
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働一
一~登ア…40.30m

第1層 黒褐色土、炭化物浪人

-40.∞m 
第1層 黒褐色土、炭化物混入
第 2層 賞褐色土、炭化物混入
第3層黒色土、軟かい、焼土・

炭化物混入
第4層 寅褐色こじ、炭化物混入
第5層 階賞色土、やや粘性あり、

炭化物混入
第6層黄色土、やや粘性あり、

炭化物混入
第7層 黄色土、かたくしまっている、
やや粘性あり、ローム粒子混入

第8層 階黄色土、かたくしまっている

弘

可電「- 40.∞m 
-て _1__ ] 

第1層暗褐色土

)ぺ l
t・
8
5~g5忌土横

「込rzr 黒色土、やや褐色っぽい、炭化物・焼土・ローム粒子混入
黒色土、炭化物・焼土・ローム粒子浪人
褐色土、焼土多量・炭化物混入
黒色土、{軟かい、炭化物混入
ロームブロック
ロームブロック
黒色土、ややしまっている、炭化物混入
ロームブロック

第 1層
第 2層
第3庖
第4層
第5層
第6層
第7層
第8層

第1層 黒色腐植土、炭化物・焼土混入
第 2層 階黄褐色土、ローム粒子混入

m 

土虞
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土第67図



可Q)6長土横
一 一朝.60m

I 

第1層 黒色土、炭化物・ローム粒子浪人
第2層黒色土、黄色味帯びる、

第3層
ローム粒子多量・炭化物浪人

黒色土、しまっている、

吋定七プ
第1層
第2層
第3層
第4層

黒色土、炭化物・ローム粒子浪人
黒色土、ローム粒子多最混入
黒色土、ローム粒子混入
ロームプロック

奇怪

第68図 土
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ず /~ーづ\入、
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l、『札l ノダ
¥ 3 .A  

黒色土、炭化物・ ¥"-一--'AI
ローム粒子混入 '--噌ー/

黄色粘土、黒色土がj昆じる、 ~ 
炭化物混入:第 1層 黒色土、炭化物・

黒色土、黄色粘土が多量に ローム粒子混入
混じる、炭化物混入 第2層黄色粘土

黒色土、炭化物混入 第3層黒色土、ローム粒子
緒黄色粘土 多量・炭化物混入

第4層 窯色土、かたくしま
っている、炭化物混
入

黒色土、大粒のローム粒子・
炭化物混入

第2層 黒色土、炭化物混入
第3層 黒色土、やや褐色味あり、

ローム粒子・炭化物浪人
第4層黒色土、やや黄色味あり、

第5層

第6層

ローム粒子・炭化物混入
暗寮錆色土、炭化物・

時黄色土。
ローム粒子混入

1m 

第69図 遺構内出土土器
101:瀦
J 
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第70図遺構内出土土器

99 -

。

151 1号式機
152-159 7号土嬢
160 11号土壌
161 13号土横
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遺構内出土土器

ハU

第71図



j

i
---

〈

g'
」

eu-
-一時
e

・・・
・・

4Ra-
-

・4
・
a

・
b

，‘

j
-
ti
z-
-

0( .0( ~ 
判ト...<< .，; 

iii11iii 
E ・"iiiiti .. -.・・・a‘・4
52 
:'f( 

‘， d 
.~・-SEE 
・.. 聖書
量EE

4 

-s
t

/

 

a-
a'
us
鍵
総
伏

a
R
U
R

世

齢、

⑤ 
.‘ 

弘事@

』



方形滞状遺相暗 (第72図)

測重量区の中央部で検出された.

rコs的字状をなす鴻状的遭織で、内側には2倒的柱穴が検出された.構l立東西翰18m、南北軸

16m、偏45-2∞畑、深さ 7-69aoで、南辺には検出きれない.断面形は 'UJ字状鱗底状 ・平

厳を{(し、底面は凹凸がみられ、特に北辺町湯I!君事波が著しい.鴻的中には径20-鈎冊、課事9-

3Scmのピ yト炉、 2.5-3 m のはほ等間隔で4噴出さ h.た.西辺町溝l主中.~が途切れ、この途切れた

部分ょっ南側向調陣内側面的一部li、両側が火熱を受けて劫lllo:している.この焼けた部分町底面は乎

組で、炭化物が1--3 cm雄摘していたJコJの字状をなす濡状遺構内内側には径75師、深き44-51

cmの郷q方と、後260m内総痕の認められる住穴が2側検出された.この怯穴は北辺町溝に平行L、

東西伯1:1商憾の柱穴が西辺の潟町内側より 5.6m、東側の柱穴が車辺円滑町内側よ.)5.4 mで、柱

間は3.8mである.

出土遺物

土審 (第73図178-185)

178-185は複土出土である. 1781:1内焦土鍋器停である.底部切り離し回舷糸切り、無講l!Aで、

内宙線色処綾が施される。底古車よ9内湾しながら立ち上が0、内面にミメr'¥'が施き札<>， 179-185 

1孟赤褐色土器停である。底部切り厳し閥転品切q、無制鐙である.底部よ9内湾しながら立ち上が

り、 1制はかなりいびつである.

ミ王才 ミ主乏ミ事dr

~-=r;:æモヨ

買事モ古r …… 
? t IP'-

第73図 遭練内也之止器

溝状主績 (第74悶)
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調査区内北西郡.企画方向に突き砲した舌荻台勉のはrr先鴻憶で検出された.

プラン11長軸3.2m.短柚50-75<・町溝状を呈し、 65号土織に切られている.確認耐から伺繍害

はl.lmで、縦断簡は両摘が広干懸外へ張り出L.横断面11ry J字状をなす.出土遺物はな、、.
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潟跡 (lIIω図、 付図)

1 -15号溝勝11古地量削東.~t西方向に走る溝である. 1-4-4jo織跡は平行して検出きれ.輔40

ー130個、 礎認語からのS事事11掻録会'270・で、調釜区西側11比般的浅仁 ローム面で検出さ札ない

鼠分もある. 4 、 7 ・・ 9 号住属嘗を伺って 8 ') 、 4 号住居跨付近I~治初れているようである. 1. 

Z号滑降11南東側町トレンチ ・調査区且u'北西穂町十レンチで検出きれ、北西へ突出する古地的陣

辺事革まで信認された.3、4号1書跡11南東側のトレンチ・網策医且ぴ北西側のトレンチで検出され

~t凶へ突出する約地内蹄辺自11まで幅飽きtt. 現存する侵害 11456 mである. 2 、 3 号鴻陣11íb~鰍(1<)

l、4号f崎跡は比絞的幽線的で.!I!tはゆるで、 Mlillば重量猷に:ilち上がり、版画11平組で患いが、

〈立ち上がり、経曲i!1:1i，輔があ 1). 2. 3号海路よ り軟かい.S. 6号鴻跡11保50-170酬 .IUt

偏からの深さ[H5-筑同で.~Ijllば垂直に立ち上がリ .1116国11平忠で堅いが、 5 号沿静的初号{主

居跡付近円安u品る〈立ち上がる.耐鴻f!途中で交差L.6号揚勝が5号講務ー扮号住居侮を切令

か哨.6号自陣跡に115号織鯵と究援する付近に径批・.i軍事l帥前績のピヮ川智検出された.7 

ー 14号溝跡I!調企区町東側で検IHきれ.比鮫約緩い.幅~20-7恥凧 線認蘭からの深さ(;1:5 -15<0で、

1':I1111t垂直に立ち上が1)、底副11平越で堅い.9号満跡11位行し、3.4号海跡に切らtt.15号
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溝跡は30号住居跡を切っている。 16号溝跡は 1、2号溝跡と直交するように検出されたが、切り合

いは不明である。 rlJ語20-30cm、確認面ーからの深さは10cmで、断面は IUJ字状を呈ーする。

出土遺物

石器(第75図4) 

4は10号溝跡の覆土出土である。半円状をなし、中程から刃部にかけて両面を磨って加工し、自

然面との境には段が付く。刃部は丸味があり、鋭くない。側面の一端が欠けており、石質は安山岩で

ある。

仁コ
1 

にコ2

第75図遺構内出土石器

遺構外出土土器

遺構外より出土した土器を縄文・弥生時代、平安時代に大別し、

縄文。弥生時代(各r~76図 186-1%)

¥]3 

l、 2 15号住居予跡
3 51号土岐
4 10号機跡

o lOcm 

と*号!むについて分如したコ

186 は口総z音Ij にキflIし寸I~i土紐を貼り付け、その両側に撚糸庄痕文を施すものである。 撚糸庄痕によ

る円形文もみられ、地文は LR単節斜縄文(縦位回転)である。 深鉢形で、口紋音Ijはキャリパー状

をなす。 187は口縁部に粘土紐を貼り付け、その両側に沈線を施すものである。沈線は頚部・口唇

部及び粘土紐に沿うようにも施され、口唇部には撚糸任痕による実IJ白文がみられ、地文はLR単節
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斜縄文(横位回転)である。深鉢形で、口縁部がゆるく外反する。 188は撚糸文を施した後に、沈線を

直線・曲線的に施すものである。深鉢形をなす。 189は沈線区酒の磨消帝を有するもので、地文は

LR単節斜縄文(横位回転)である。深鉢形をなす。 190は粘土紐を貼り付けて連鎖状文を施すも

ので、口縁部に沈線が巡り、地文はLR単節斜縄文(縦位毘転)である。深鉢形をなす。 191は口

縁部に平行沈線を施すもので、地文はLR単節斜縄文(様位回転)である。 192は口縁部に 4条の

平行沈線を施し、上から 2条目の沈線に刻みを入れて工字文風にしである。口唇部に斜めに亥1]み目

を施し、地文は LR単節斜縄文(横位回転)である。鉢形をなす。 193は刷毛白調整痕の認められ

るもので、議形をなす。 194は口縁部が無文帯をなすもので、地文は LR単節斜縄文(横位回転)

である。察形をなし、口縁部が外反する。 195は頚部に l条の沈線が巡るもので、波状口縁である。

護形をなし、口縁部がゆるく外皮する。 196は口縁上部に 1条、頭部に 2条の沈線が巡り、その中

間を磨消しするもので、口縁部内面にも 1条の沈線が巡る。地文はLR単節斜縄文(縦位屈転)で、

口縁上部にも残る。

186 
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平安時代(第77図197~211)

197~201は赤褐色土器坪である。底部切り離し回転糸切り 無調整で、底部より内湾しながら立

ち上がる。 199 はいびつで、、摩滅が著しく、 201 は底部が厚く作られている。 202~204は赤褐色土

器台付血である。 202は摩滅により底部切り離しが不明で、切り離し後に台を付け、台の内側には

利突が施される。 203、204は底部切り離し回転糸切りで、切り離し後に台を付けている。 205は須

第76図遺構外出土土器
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恵:器葦ーである。切り離しは不明で、天井部から体部にかけて ラケズリ調整を施し、宝珠状の

ツマミを有する。内部はすべすべしており硯に転用したと考えられる。 206 る。ロ

クロ整形て\胴部外部下方には平行叩き板痕が認められる。 207~211は須恵器斐である。外面は平

行・格子状の叩き板痕、内面は平行・同心円状のアテ板痕が認められ、 209の外面は平行叩き板痕

が格子目状に、 210の内面は扇形の放射状アテ紋痕が認められ、 211の外面には自然秘がみられる。

遺構外出土石器(第78、79図5~29) 

5~11は石鍛で、 6 、 10の茎部にはアスフアルトが付着する。在質は硬質頁岩である。 12は石錐

で、石.質は硬質頁岩である。 13~15は石匙で、 のものと縦型のものがある。石質は硬質頁岩で

ある。 16~19はへラ状石器である。左右対称で両面加工であるが、 16は刃部のみ片面加工で按形を

なす。石賀は硬質頁岩である。 20は鋸歯縁石器である。半月形をなし、両国加工で、上半にアスフ

アルトが付着するの石賀は硬質頁岩である。 21~23は磨製石斧である。 21は比較的小形で、 22 、 23

は破損品である。石質は凝灰岩である。 24は打製石斧の破損品と考えられ、石質は粘板岩である 0

25は石錘で、偏平な自然石の両端を打ち欠いている、 26、27はくぼみ石である。くぼみ部が26は両

国に、 27は3面に認められる。 28、29は磨石・鼓石で、 29の側面に蔽打痕が認められる。

一議 一番-00 -傘 一等←
くつ 5 〈ご>7

<::::> 6 
くご>8 

AAAA← 
。9
副〈ご> 10 

〈二三11 、

くここ:>13 ぷ三二二ごコ 14

ζ二二二二二〉12
ぷこ~15 く:>16 0， 心

cm 

第78図遺構外出土石器
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まとめ

遺構について

前述したように本遺跡で検出され

た遺構は、竪穴住居跡31軒、竪穴遺

構 8軒、土壌65基(縄文・弥生時代

16基、平安期49基)、 方形溝状遺構

1基、溝状土壌 1 溝跡16条であ

る。本台地上で平安期の住居跡が集

落として確認されたのは初めてであ

る。

竪穴住居跡については第80図に示

しであるように、平面形は方形が多

く28軒(一部周壁が確認されないが

方形を呈すると思われるもの 2軒)、

長方形 3 軒であり、大きさは 2~4

mの規模である。住居跡の主軸方向

は第81図に示しであるように比較的

まばらであるが、南東一北西方向の

ものが多く、カマドは南東方向のも

のが多い。住居跡で重複するものは w 

なく、各住居跡間における新旧関係

は明確で、ない。これは遺物からも言

えることである。カマドのないもの

を竪穴遺構として扱ったが、住居跡

との関連、配置については不明であ

る。

平安期の土壌 (49基)については、

壌底、側面が火熱を受けているもの

長
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第80図

4 6 短軸(m)

跡の規模

pμ 

8
1陶

9
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~1\6 守5
s ~V 22 ':J 
※番号の付いている位置はカマド

の付いている方向を示す。

第81図住居跡の主軸方向

が13基確認されている。しかし、その用途、性格については不明である。

調査区中央部で検出された方形溝状遺構については比較検討する資料が見当らない。講の中のピ

ットは 2.5~ 3 mの間隔で位置し、何らかの施設を想定できるが、性格については不明で、あり、溝

との関係についても言及できない。溝からの出土遺物(赤褐色土器杯)は、他の遺構出土遺物と同

様のものである。



古池町北東歯車を北西ー爾東方向に平行して走る滑については、自主遺物等がな〈、時期、住格に

ついては不明である.

遺物仁ついτ

平安期的自土遺物I草、 土師齢、続車持、赤褐色主倍、 主製品.:6縛‘鉄製品等である.

土師器内器種1:1.線、現である.体liロクロ成形と手ヴ〈ねがあり、 ロ7ロ成形的保は底部切q

IllL回伝来切。、 無調盤町もので.内踊黒色処理をI!iL、.なミガキのみられるものである.須車

ー量的棒組1草、採.蓋.軍量、II!である.係U.ロクロ!il草書で、底節切91llL回転最初?.無調盤で晶る

が. 1怠のみ図書正へら切?.傭銅盤町島のがある.毒縄色土醤a.l事.置、 古付皿、 渡陣、量、 段

である.~I:I o ? o lItMで、底飾切。鍾し回転車切9、錬罰箆である.

以ι遺制Eと遺物について概略して述べた.本遺跨は.古地上において平安筋肉住島勝がtH .J 
〈検出さ1tた.周辺遺跡では、明記ノ上F遺跡で2軒、渇/沢B遭鱒で1軒、野形遺跡でS軒、探聞

《舵1) (f!l) (鍾 3)

沢遺跡で6軒 (うちカマド円ないものが2軒上 下堤AiI勝で4・f.下堤B遺跡で3軒、下j是D遺
(11・) {If!l ) (陸.) !飽，) 

跡で3情的検出であり 、本遭跡がゆ心的な怯絡にあると檎捌きれる.前進の遺飾1:1遺構、遺物とも

に鎮似するも町で.年代的にk畿はない.以上のことから渇辺遺跡も含めて9-1&世紀頃的年代が

帯4られる.

陸上 「歓銅臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発II!調蓋報告目書 紙/上F遭ifJ

依岡市敏育委員会 1985 

鉱2.r秋制臨空港新都市側発関係J1I蔵文化財発掘調J!F.t1!街嘗 鳩/沢B遺勝」

秋闇市教育委員会 1983 

位3. r秋田臨空港新郷市凋発関係銀蔵文化財発担臨調査報告I!f "形遣跨』

依岡市敏宵委員会 1鵠・

1t4. r枚目白蜜港領S市周Jillll係埋歳文化尉量纏調査4血管. 海副択遺跡2

設5.現在発擁調査中である.

雌6.現在発E臨調査中である.

佐久 r下喰D遺跡~蝿調査鰍管鼻J 宅吹田市教W委員会 1982 

，考宜猷

故国市教育委員会 I蝿5

検回目匹ft宵委員金、払国岡崎潤造事tII月時 r払困栂跨 昭和鈴年度発相調査IE要J 1976 

a角市数育委員会 r高市向館路発磁飼査報告I!fJ .角稿文(I:MIII企資斜22 1982 
高 揖 学 r蘇良、平安時代的援穴住居路復元ーカ守ドの刻製化作業を通ヒて-J

O<.国考古学 錦繍号 欽回考古学協会 l鈍4

- IlJー
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1号住居跡(北西→)

2号住居跡(北→)

函版:
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5号住居跡(北→)

6号住居跡(北→)

額版3



7号住居跡(北西→)

8号住居跡(北→)

図版4



由
中
前
司
事
(
持
田
↓
)

H
0
4
R司
事

(ι
け
↓
)

国
語
∞



11号住居跡(北→)

12号住居跡(西→)

関撤6



13号住居跡(北西→)

14号住居跡(北西→)

殴版7



15号住居跡(北→)

16号住居跡(北→)

簡版8



17号住居跡(北→)

18号住居跡(西→)

間版9



19号住居跡(商→)

20号住居跡(西→)

図版10



21号住居跡(西→)

22号住居跡(北→)

図版11
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